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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年4月16日(2020.4.16)

【公表番号】特表2019-510020(P2019-510020A)
【公表日】平成31年4月11日(2019.4.11)
【年通号数】公開・登録公報2019-014
【出願番号】特願2018-548442(P2018-548442)
【国際特許分類】
   Ａ０１Ｎ  43/50     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/04     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/56     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/653    (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 233/90     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 231/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 249/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 231/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 409/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ０１Ｎ   43/50     　　　Ａ
   Ａ０１Ｐ    7/02     　　　　
   Ａ０１Ｐ    7/04     　　　　
   Ａ０１Ｎ   43/56     　　　Ｄ
   Ａ０１Ｎ   43/653    　　　Ａ
   Ａ０１Ｐ    5/00     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  233/90     ＣＳＰＡ
   Ｃ０７Ｄ  231/14     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  249/10     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  403/12     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  409/12     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  401/12     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  401/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  231/22     　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｄ  417/12     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  413/12     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  409/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  405/04     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年3月4日(2020.3.4)
【手続補正１】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　害虫を防除するための、式（Ｉ）
【化１】

〔式中、
　Ｍは、式（ＩＩａ－ＩＩｆ）：

【化２】

から選択されるラジカルを表し；
ここで、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、又は、置換されているか若しくは
置換されていないアルキル、シクロアルキル、アルケニル、シクロアルケニル、シクロヘ
テロアルキル、アリール若しくはヘテロアリールラジカルを表し、ここで、（ＩＩｃ）及
び（ＩＩｅ）の場合は、Ｒ２は、さらに、ハロゲンラジカル又はアルコキシラジカルも表
すことができ、並びに、（ＩＩａ）、（ＩＩｄ）及び（ＩＩｅ）の場合は、Ｒ３は、さら
に、ハロゲンラジカルも表すことができ；
　Ｑは、置換されているか若しくは置換されていないアリール又はヘテロアリールラジカ
ルを表し、但し、（ＩＩｅ）の場合は、２－ピリミジニルは表さず；
　Ｄは、置換されているか若しくは置換されていないアルキル、ヘテロアルキル、部分的
に不飽和であってもよいシクロアルキル、シクロヘテロアルキル、ヘテロアリール、アリ
ール若しくはフェニルアルキルラジカル、又は、置換されているか若しくは置換されてい
ない窒素ラジカルを表す〕
で表される化合物の使用。
【請求項２】
　Ｍは、式（ＩＩａ－ＩＩｆ）から選択されるラジカルを表し、ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ
３は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、又は、置換されているか若しくは置換されていない
（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ２－Ｃ４）－アルケ
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ニル、ピリジル若しくはフェニルラジカルを表し、ここで、（ＩＩｃ）及び（ＩＩｅ）の
場合は、Ｒ２は、さらに、ハロゲンラジカル又はアルコキシラジカルも表すことができ、
並びに、（ＩＩａ）、（ＩＩｄ）及び（ＩＩｅ）の場合は、Ｒ３は、さらに、ハロゲンラ
ジカルも表すことができ；
　Ｑは、置換されているか若しくは置換されていないフェニル、ナフチル又はヘテロアリ
ールラジカル（ここで、これは、酸素、硫黄、窒素からなる群から選択される１～３個の
ヘテロ原子を含むことができる）を表し；但し、（ＩＩｅ）の場合は、２－ピリミジニル
は表さず；
　Ｄは、置換されているか若しくは置換されていないアルキル、ヘテロアルキル、シクロ
アルキル、ヘテロアリール、アリール若しくはフェニル－（Ｃ１－Ｃ８）－アルキルラジ
カル、又は、置換されているか若しくは置換されていない窒素ラジカルを表す；
請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　Ｍは、式（ＩＩａ－ＩＩｆ）から選択されるラジカルを表し、ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ
３は、請求項１又は２の場合と同様に定義され；及び、
　Ｑは、置換されていないか若しくは１以上のラジカルＲ４で置換されているフェニル、
ナフチル、ピリジル、ピリミジニル、チオフェン、ベンゾチオフェン、イソキノリン、ベ
ンゾジオキソール又はピラゾールラジカルを表し、但し、（ＩＩｅ）の場合は、２－ピリ
ミジニルは表さず；
　ここで、置換基Ｒ４は、それぞれ互いに独立して、以下のものから選択され：
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、カルボキシ、アミノ、ＳＣＮ、トリ
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）
－シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－
Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカ
ルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ

２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノア
ルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ

６）－シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキ
シ、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアル
キル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ

６）－ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコ
キシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－
ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスル
ホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－ハロアルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカ
ルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－
Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニ
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ル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスル
ホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ
、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオ
カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、ＮＨＣＯ－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル（（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルアミノ）、及び／又は、
同一であるか若しくは異なっている置換基で１置換若しくは多置換されていてもよいアリ
ール、アリールオキシ又はヘタリール［ここで、（ヘタリールの場合）少なくとも１のカ
ルボニル基が存在していてもよく、及び、可能な置換基は、いずれの場合にも、以下のと
おりである：シアノ、カルボキシル、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、アミノ
、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、
（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、
（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）
－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルキニル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－シア
ノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
ヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチオ、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－
Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルホニル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル
オキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル、（Ｃ２－
Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニ
ル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスル
ホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ
、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオ
カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、及び、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキルカルボニルアミノ］；及び、
　Ｄは、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、フェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ２）－アルキル及
びヘテロアリール（ここで、これは、酸素、硫黄、窒素からなる群から選択される１～３
個のヘテロ原子を含むことができる）からなる群から選択される、置換されていないか若
しくは１以上のラジカルＲ５で置換されているラジカルを表すか、又は、ＮＲ６Ｒ７ラジ
カルを表し；
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　ここで、置換基Ｒ５は、それぞれ互いに独立して、以下のものから選択され：
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、カルボキシ、アミノ、ＳＣＮ、トリ
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）
－シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－
Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカ
ルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ

２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノア
ルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ

６）－シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキ
シ、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアル
キル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ

６）－ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコ
キシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－
ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスル
ホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－ハロアルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカ
ルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－
Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニ
ル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスル
ホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ
、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオ
カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルカルボニルアミノ）及び（１－ピラゾリル）－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、及
び／又は、
同一であるか若しくは異なっている置換基で１置換若しくは多置換されているアリール若
しくはヘタリール［ここで、（ヘタリールの場合）少なくとも１のカルボニル基が存在し
ていてもよく、及び、可能な置換基は、いずれの場合にも、以下のとおりである：シアノ
、カルボキシル、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）－シ
クロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－
Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
コキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハ
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ロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ

２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルヒドロキシイミノ、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
コキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキ
ルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
－ハロアルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカル
ボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル
アミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）
－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノスルホニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノス
ルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニル、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカ
ルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、及び、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカ
ルボニルアミノ］；
及び、
　ここで、Ｒ６及びＲ７は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル又
は置換されているか若しくは置換されていないフェニルラジカルを表すか、又は、Ｒ６と
Ｒ７は、一緒に、置換されていないか若しくは置換されている４員～８員の飽和であるか
又は完全に若しくは部分的に不飽和でもよい環［ここで、該環は、酸素、硫黄、窒素から
なる群から選択される１～３個のヘテロ原子で中断されていてもよく、及び、Ｒ５の定義
のうちの１つに対応する１以上の置換が為されていてもよい］を形成することができる；
請求項１又は２に記載の使用。
【請求項４】
　Ｍは、式（ＩＩａ－ＩＩｆ）から選択されるラジカルを表し、ここで、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ
３は、請求項１又は２の場合と同様に定義され；及び、
　Ｑは、置換されていないか若しくは１以上のラジカルＲ４で置換されているフェニル、
ナフチル、ピリジル、ピリミジニル、チオフェン、ベンゾチオフェン、イソキノリン、ベ
ンゾジオキソール又はピラゾールラジカルを表し、但し、（ＩＩｅ）の場合は、２－ピリ
ミジニルは表さず；
　ここで、置換基Ｒ４は、それぞれ互いに独立して、以下のものから選択され：
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、カルボキシ、アミノ、トリ－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロ
アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８

）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキ
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シ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロア
ルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２－
Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコ
キシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコ
キシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキ
シイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコ
キシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルス
ルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコ
キシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハ
ロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－
アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシカルボニル、アミノカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカ
ルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２

－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカルボ
ニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、
ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルア
ミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオ
カルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シ
クロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルアミノ、フェニル、ハロフェ
ニル、フェノキシ、又は、ハロフェノキシ；及び、
　Ｄは、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、フェニル、フェニル－（Ｃ１－Ｃ２）－アルキル及
びヘテロアリール（ここで、これは、酸素、硫黄及び窒素からなる群から選択される１～
３個のヘテロ原子を含むことができる）からなる群から選択される、置換されていないか
若しくは１以上のラジカルＲ５で置換されているラジカルを表すか、又は、ＮＲ６Ｒ７ラ
ジカルを表し；
　ここで、置換基Ｒ５は、それぞれ互いに独立して、以下のものから選択され：
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、カルボキシ、アミノ、トリ－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロ
アルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－
シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－
Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シ
アノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６
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）－アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハ
ロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフ
ィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアル
キルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロ
アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミ
ノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）－
アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ

３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルア
ミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノ
スルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルア
ミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルカルボニルアミノ、又は、（１－ピラゾリル）－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル；及び、
　Ｒ６及びＲ７は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－
Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルラジカ
ル若しくは置換されていないフェニルラジカルを表すか、又は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルで置換されているフェニルラジカルを表
し；又は、
　Ｒ６とＲ７は、一緒に、置換されていないか若しくは置換されている５員～６員の飽和
であるか又は完全に若しくは部分的に不飽和でもよい環［ここで、該環は、酸素、硫黄及
び窒素からなる群から選択される１～３個のヘテロ原子で中断されていてもよく、及び、
Ｒ５の定義のうちの１つに対応する１以上の置換が為されていてもよい］を形成すること
ができる；
請求項１～３のいずれかに記載の使用。
【請求項５】
　Ｍは、式（ＩＩａ－ＩＩｆ）から選択されるラジカルを表し、ここで、
　（ＩＩａ）の場合は、Ｒ２、Ｒ３は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、又は、置換されて
いるか若しくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロア
ルキル若しくはフェニルラジカルを表し、ここで、Ｒ３は、さらに、ハロゲンラジカルも
表すことができ；
　（ＩＩｂ）の場合は、Ｒ２は、Ｈ、又は、置換されているか若しくは置換されていない
（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル若しくは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルラジカルを表し；
　（ＩＩｃ）の場合は、Ｒ２、Ｒ３は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、又は、置換されて
いるか若しくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロア
ルキル若しくはフェニルラジカルを表し、ここで、Ｒ２は、さらに、ハロゲン若しくは（
Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシラジカルも表すことができ；
　（ＩＩｄ）の場合は、Ｒ１、Ｒ３は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、又は、置換されて
いるか若しくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル若しくは（Ｃ３－Ｃ６）－シ
クロアルキルラジカルを表し、ここで、Ｒ３は、さらに、ハロゲンラジカルも表すことが
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でき；
　（ＩＩｅ）の場合は、Ｒ２、Ｒ３は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、ハロゲン、又は、
置換されているか若しくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）
－シクロアルキル、ピリジル若しくはフェニルラジカルを表し、及び、Ｒ２は、さらに、
（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシラジカルも表すことができ；及び、
　（ＩＩｆ）の場合は、Ｒ３は、Ｈ、又は、置換されているか若しくは置換されていない
（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル若しくは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルラジカルを表し；及
び、
　Ｑは、請求項１～４のいずれかの場合と同様に定義され；及び、
　Ｄは、置換されていないか若しくは１以上のラジカルＲ５で置換されている（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル、フェニル、ナフタ－２－イル、ピリジン、ピリミジン、ピラゾール、ト
リアゾール、チアゾール、オキサゾール、チアジアゾール、オキサジアゾール、チオフェ
ン、ピロール、フラン、テトラヒドロフラン、ジオキサン、イソオキサゾール、ベンジル
、２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾジオキシン－５－イル、２，３－ジヒドロ－１－ベ
ンゾフラン－７－イル、キノキサリン－５－イル若しくはインドール－７－イルラジカル
を表すか、又は、ＮＲ６Ｒ７ラジカルを表し；
　ここで、置換基Ｒ５は、それぞれ互いに独立して、以下のものから選択され：
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、カルボキシ、アミノ、トリ－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロ
アルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－
シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－
Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シ
アノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハ
ロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフ
ィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアル
キルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロ
アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミ
ノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）－
アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ

３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルア
ミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノ
スルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
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ルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルア
ミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルカルボニルアミノ、又は、（１－ピラゾリル）－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル；及び、
　Ｒ６及びＲ７は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－
Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルラジカ
ル若しくは置換されていないフェニルラジカルを表すか、又は、ハロゲン、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル若しくは（
Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルで置換されているフェニルラジカ
ルを表し、又は、
　Ｒ６とＲ７は、ピロリジン、モルホリン、ピペリジンの群から選択される環を形成する
；
請求項１～４のいずれかに記載の使用。
【請求項６】
　Ｍは、式（ＩＩａ）～式（ＩＩｆ）で表されるラジカルから選択されるラジカルを表し
、ここで、
　（ＩＩａ）の場合は、Ｒ２は、Ｈ、メチル若しくはエチルを表すか、又は、ハロゲンで
置換されていてもよいフェニルを表し、及び、Ｒ３は、Ｈ、メチル、エチル、イソプロピ
ル又はハロゲンを表し；
　（ＩＩｂ）の場合は、Ｒ２は、Ｈ、メチル又はエチルを表し；
　（ＩＩｃ）の場合は、Ｒ２は、Ｈ又はメチルを表し、及び、Ｒ３は、Ｈ、メチル又はエ
チルを表し；
　（ＩＩｄ）の場合は、Ｒ１は、Ｈ又はメチルを表し、及び、Ｒ３は、Ｈ又はハロゲンを
表し；
　（ＩＩｅ）の場合は、Ｒ２は、Ｈ、メチル、メトキシを表すか、ハロゲンで置換されて
いるフェニル若しくはハロゲンで置換されているピリジルを表し、及び、Ｒ３は、Ｈを表
し；
　（ＩＩｆ）の場合は、Ｒ３は、Ｈ、メチル又はエチルを表し；及び、
　Ｑは、請求項１～４のいずれかの場合と同様に定義される；
請求項１～５のいずれかに記載の使用。
【請求項７】
　Ｍは、式（ＩＩａ）～式（ＩＩｆ）又は式（ＩＶａ）～式（ＩＶｆ）のうちの１つから
選択され、ここで、Ｒ１～Ｒ３は、請求項１、２、５又は６のいずれかにおいて定義され
ているとおりであり；及び、
　Ｑは、置換されていないか若しくは１以上のラジカルＲ４で置換されているフェニル、
ナフタ－１－イル、ピリジル、ピリミジニル、チオフェン－２－イル、ベンゾチオフェン
－２－イル、ベンゾチオフェン－３－イル、イソキノリン－１－イル、ベンゾジオキソー
ル－４－イル又はピラゾール－５－イルラジカルを表し、但し、（ＩＶｅ）の場合は、２
－ピリミジニルは表さず；
　ここで、置換基Ｒ４は、互いに独立して、以下のものを表し：
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６

）－シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロ
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３

－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル
、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアル
ケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－
ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチオ、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
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スルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
スルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスル
ホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ
、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルアミノ、
フェニル、ハロフェニル、フェノキシ、又は、ハロフェノキシ；及び、
　Ｄは、置換されていないか若しくは１以上のラジカルＲ５で置換されている（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキル、フェニル、ナフタ－２－イル、ピリジン、ピリミジン、ピラゾール、ト
リアゾール、チアゾール、オキサゾール、チアジアゾール、オキサジアゾール、チオフェ
ン、ピロール、フラン、テトラヒドロフラン、ジオキサン、イソオキサゾール、ベンジル
、２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾジオキシン－５－イル、２，３－ジヒドロ－１－ベ
ンゾフラン－７－イル、キノキサリン－５－イル若しくはインドール－７－イルラジカル
を表すか、又は、ＮＲ６Ｒ７ラジカルを表し；
　ここで、置換基Ｒ５は、互いに独立して、以下のものを表し：
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、カルボキシ、アミノ、（Ｃ３－Ｃ６

）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロ
アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８

）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
－ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アル
ケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（
Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフ
ィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルホニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキルカルボニルアミノ、又は、（１－ピラゾリル）－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキ
ル；及び、
　Ｒ６及びＲ７は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、フェニル
、アルコキシフェニル若しくはハロフェニルを表すか、又は、Ｒ６とＲ７は、ピロリジン
、モルホリン、ピペリジンの群から選択される環を形成する；
請求項１～６のいずれかに記載の使用。
【請求項８】
　Ｍは、式（Ｖａ－Ｖｚ）：
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【化３】

で表されるラジカルから選択されるラジカルを表し；
　Ｑは、式（ＶＩａ－ＶＩｚ　及び　ＶＩａ１－ＶＩａ３０）：
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【化４】
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で表されるラジカルから選択されるラジカルを表し；および
　Ｄは、式（ＶＩＩ１－ＶＩＩ１９２）：
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【化５】
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で表されるラジカルから選択されるラジカルを表す；
請求項１～７のいずれかに記載の使用。
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【請求項９】
　植物の繁殖器官を保護するための、請求項１～８のいずれかに記載の使用。
【請求項１０】
　組成物であって、請求項１～８のいずれかに記載の式（Ｉ）で表される少なくとも１種
類の化合物並びに慣習的な増量剤及び／又は界面活性剤を含んでいる、特に害虫を防除す
るための、前記組成物。
【請求項１１】
　害虫を防除する方法であって、請求項１～８のいずれかに記載の式（Ｉ）で表される少
なくとも１種類の化合物又は請求項１０に記載の組成物を当該害虫及び／又はそれらの生
息環境に作用させる、前記方法。
【請求項１２】
　ヒト又は動物の身体の外科的な処置、治療的な処置及び診断的な処置は除外される、請
求項１１に記載の方法又は請求項１～８のいずれかに記載の使用。
【請求項１３】
　農薬製剤であって、請求項１～８のいずれかに記載の式（Ｉ）で表される少なくとも１
種類の化合物をその農薬製剤の重量に基づいて０．０００００００１～９８重量％の生物
学的に有効な量で含んでおり、並びに、増量剤及び／又は界面活性剤も含んでいる、前記
農薬製剤。
【請求項１４】
　付加的に、少なくとも１種類のさらなる農薬活性化合物も含んでいる、請求項１３に記
載の農薬製剤。
【請求項１５】
　式（ＶＩＩＩ）
【化６】

〔式中、
　Ｍ’は、
【化７】

から選択される式（ＩＩ）で表されるラジカルを表し；
ここで、
　Ｒ１’、Ｒ２’、Ｒ３’は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、又は、置換されているか若
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しくは置換されていないアルキル、シクロアルキル、アルケニル、シクロアルケニル、シ
クロヘテロアルキル、アリール若しくはヘテロアリールラジカルを表し、ここで、（ＩＩ
ｃ）及び（ＩＩｅ）の場合は、Ｒ２’は、さらに、ハロゲンラジカル又はアルコキシラジ
カルも表すことができ、（ＩＩａ）及び（ＩＩｂ）の場合は、Ｒ２’は、Ｈ、又は、置換
されているか若しくは置換されていないアルキル若しくはシクロアルキルラジカルのみを
表すことができ、並びに、（ＩＩａ）、（ＩＩｄ）及び（ＩＩｅ）の場合は、Ｒ３’は、
さらに、ハロゲンラジカルも表すことができ；
　Ｑ’は、置換されているか若しくは置換されていないアリール又はヘテロアリールラジ
カルを表し、但し、（ＩＩａ）、（ＩＩｄ）の場合は、Ｒ１’＝Ｈ及びＲ３’＝メチルで
ある場合、３－メトキシフェニルは表さず、（ＩＩｄ）の場合は、３－ピリジルは表さず
、（ＩＩｅ）の場合は、２－ピリミジニルも置換されていないフェニルも３，４－ジクロ
ロフェニルも３，５－ビス－ｔｅｒｔ－ブチルも表さず；
　Ｄ’は、置換されているか若しくは置換されていないアルキル、ヘテロアルキル、部分
的に不飽和であってもよいシクロアルキル、シクロヘテロアルキル、ヘテロアリール、ア
リール若しくはフェニルアルキルラジカルを表すか、又は、Ｑ’がその２位に少なくとも
１の置換基を有している場合は、置換されているか若しくは置換されていない窒素ラジカ
ルを表す〕
で表される化合物。
【請求項１６】
　Ｍ’は、式（ＩＩａ）～式（ＩＩｆ）のうちの１つで表されるラジカルを表し；及び、
　（ＩＩａ）の場合は、Ｒ２’、Ｒ３’は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、又は、置換さ
れているか若しくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シク
ロアルキル若しくはフェニルラジカルを表し、ここで、Ｒ３’は、さらに、ハロゲンラジ
カルも表すことができ；
　（ＩＩｂ）の場合は、Ｒ２’は、Ｈ、又は、置換されているか若しくは置換されていな
い（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル若しくは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルラジカルを表し；
　（ＩＩｃ）の場合は、Ｒ２’、Ｒ３’は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、又は、置換さ
れているか若しくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シク
ロアルキル若しくはフェニルラジカルを表し、ここで、Ｒ２’は、さらに、ハロゲンラジ
カル又は（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシラジカルも表すことができ；
　（ＩＩｄ）の場合は、Ｒ１’、Ｒ３’は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、又は、置換さ
れているか若しくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル若しくは（Ｃ３－Ｃ６）
－シクロアルキルラジカルを表し、及び、Ｒ３’は、さらに、ハロゲンラジカルも表すこ
とができ；
　（ＩＩｅ）の場合は、Ｒ２’、Ｒ３’は、それぞれ独立して、Ｈ、ハロゲン、又は、置
換されているか若しくは置換されていない（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－
シクロアルキル、ピリジル若しくはフェニルラジカルを表し、及び、Ｒ２’は、さらに、
（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシラジカルも表すことができ；及び、
　（ＩＩｆ）の場合は、Ｒ３’は、Ｈ、又は、置換されているか若しくは置換されていな
い（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル若しくは（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルラジカルを表し；
　Ｑ’は、置換されているか若しくは置換されていないフェニル、ナフチル又はヘテロア
リールラジカル（ここで、これは、酸素、硫黄及び窒素の群から選択される１～３個のヘ
テロ原子を含むことができる）を表し、但し、（ＩＩａ）、（ＩＩｄ）の場合は、Ｒ１’
＝Ｈ及びＲ３’＝メチルである場合、３－メトキシフェニルは表さず、（ＩＩｄ）の場合
は、３－ピリジルは表さず、（ＩＩｅ）の場合は、２－ピリミジニルも置換されていない
フェニルも３，４－ジクロロフェニルも表さず；
　Ｄ’は、置換されているか若しくは置換されていないアルキル、ヘテロアルキル、シク
ロアルキル、ヘテロアリール、アリール又はフェニル－（Ｃ１－Ｃ８）－アルキルラジカ
ルを表すか、又は、Ｑ’がその２位に少なくとも１の置換基を有している場合は、置換さ
れているか若しくは置換されていない窒素ラジカルを表す；
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請求項１５に記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｍ’は、式（ＩＩａ－ＩＩｆ）から選択されるラジカルを表し、ここで、Ｒ１’、Ｒ２

’、Ｒ３’は、請求項１５又は１６の場合のように定義され；及び、
　Ｑ’は、置換されていないか若しくは１以上のラジカルＲ４’で置換されているフェニ
ル、ナフチル、ピリジル、ピリミジニル、チオフェン、ベンゾチオフェン、イソキノリン
、ベンゾジオキソール又はピラゾールラジカルを表し、但し、（ＩＩａ）、（ＩＩｄ）の
場合は、Ｒ１’＝Ｈ及びＲ３’＝メチルである場合、３－メトキシフェニルは表さず、（
ＩＩｄ）の場合は、３－ピリジルは表さず、（ＩＩｅ）の場合は、２－ピリミジニルも置
換されていないフェニルも３，４－ジクロロフェニルも表さず；及び、
　ここで、置換基Ｒ４’は、それぞれ互いに独立して、以下のものから選択され：
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、カルボキシ、アミノ、ＳＣＮ、トリ
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）
－シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－
Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカ
ルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ

２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノア
ルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ

６）－シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキ
シ、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアル
キル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ

６）－ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコ
キシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－
ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスル
ホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－ハロアルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカ
ルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－
Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニ
ル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスル
ホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ
、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオ
カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルカルボニルアミノ、及び／又は、
同一であるか若しくは異なっている置換基で１置換若しくは多置換されていてもよいアリ
ール、アリールオキシ若しくはヘタリール［ここで、（ヘタリールの場合）少なくとも１
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のカルボニル基が存在していてもよく、及び、可能な置換基は、いずれの場合にも、以下
のとおりである：シアノ、カルボキシル、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、ア
ミノ、ＳＣＮ、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキ
ル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シア
ノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ

６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニ
ル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ

６）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルキニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－
シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキ
シ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチ
オ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ

１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルホニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホ
ニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカル
ボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカル
ボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル、（Ｃ

２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカル
ボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
スルホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルア
ミノ、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノ
チオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、及び、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキルカルボニルアミノ］；及び、
　Ｄ’は、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、フェニル及びヘテロアリール（ここで、これは、
酸素、硫黄及び窒素からなる群から選択される１～３個のヘテロ原子を含むことができる
）からなる群から選択される、置換されていないか若しくは１以上のラジカルＲ５’で置
換されているラジカルを表すか、又は、Ｑ’がその２位に少なくとも１の置換基を有して
いる場合は、ＮＲ６’Ｒ７’ラジカルを表し；
　ここで、置換基Ｒ５’は、それぞれ互いに独立して、以下のものから選択され：
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、カルボキシ、アミノ、ＳＣＮ、トリ
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）
－シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－
Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカ
ルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ
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２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノア
ルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ

６）－シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキ
シ、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ

１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアル
キル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ

６）－ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコ
キシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－
ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスル
ホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－ハロアルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカ
ルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－
Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニ
ル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスル
ホニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ
、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオ
カルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルカルボニルアミノ及び（１－ピラゾリル）－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル、
及び／又は、
同一であるか若しくは異なっている置換基で１置換若しくは多置換されているアリール若
しくはヘタリール［ここで、（ヘタリールの場合）少なくとも１のカルボニル基が存在し
ていてもよく、及び、可能な置換基は、いずれの場合にも、以下のとおりである：シアノ
、カルボキシル、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、アミノ、ＳＣＮ、トリ－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）－シ
クロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－
Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
コキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハ
ロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ

２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルヒドロキシイミノ、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
コキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ
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６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキ
ルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
－ハロアルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカル
ボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル
アミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）
－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ

１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノスルホニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノス
ルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニル、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカ
ルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、及び、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカ
ルボニルアミノ］；
及び、
　ここで、Ｒ６’及びＲ７’は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルラジカル若しくは置換されていないフェニルラジカルを表すか、又は、ハロゲン、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキで置換されているフェニルラ
ジカルを表し；
又は、
　Ｒ６’とＲ７’は、一緒に、置換されていないか若しくは置換されている５員～６員の
飽和であるか又は完全に若しくは部分的に不飽和でもよい環［ここで、該環は、酸素、硫
黄、窒素からなる群から選択される１～３個のヘテロ原子で中断されていてもよく、及び
、Ｒ５’の定義のうちの１つに対応する１以上の置換が為されていてもよい］を形成する
ことができる；
請求項１５又は１６に記載の化合物。
【請求項１８】
　Ｍ’は、式（ＩＩａ－ＩＩｆ）から選択されるラジカルを表し、ここで、Ｒ１’、Ｒ２

’、Ｒ３’は、請求項１５又は１６の場合のように定義され；及び、
　Ｑ’は、置換されていないか若しくは１以上のラジカルＲ４’で置換されているフェニ
ル、ナフチル、ピリジル、ピリミジニル、チオフェン、ベンゾチオフェン、イソキノリン
、ベンゾジオキソール又はピラゾールラジカルを表し、但し、（ＩＩａ）、（ＩＩｄ）の
場合は、Ｒ１’＝Ｈ及びＲ３’＝メチルの場合、３－メトキシフェニルは表さず、（ＩＩ
ｄ）の場合は、３－ピリジルは表さず、（ＩＩｅ）の場合は、２－ピリミジニルも置換さ
れていないフェニルも３，４－ジクロロフェニルも表さず；及び、
　置換基Ｒ４’は、それぞれ互いに独立して、以下のものから選択され：シアノ、ハロゲ
ン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、カルボキシ、アミノ、トリ－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルオキシ
、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノ
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル
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、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６

）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルキニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－シ
アノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－
（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－
アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチオ
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－
アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルホニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニ
ルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオカルボ
ニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル
オキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシカル
ボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル、
ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミ
ノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シ
クロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノスルホニル、（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホ
ニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボ
ニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルア
ミノ、フェニル、ハロフェニル、フェノキシ、又は、ハロフェノキシ；及び、
　Ｄ’は、置換されていないか若しくは１以上のラジカルＲ５’で置換されているフェニ
ル、ピリジン、ピリミジン、ピラゾール、トリアゾール、チアゾール、オキサゾール、チ
アジアゾール、オキサジアゾール、チオフェン、ピロール、フラン、テトラヒドロフラン
、ジオキサン若しくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルラジカルを表し、又は、ＮＲ６’Ｒ７’
ラジカルを表し；
　ここで、置換基Ｒ５’は、それぞれ互いに独立して、以下のものから選択され：
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、カルボキシ、アミノ、トリ－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロ
アルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－
シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－
Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シ
アノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（
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Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハ
ロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフ
ィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアル
キルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロ
アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミ
ノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）－
アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ

３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルア
ミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノ
スルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルア
ミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルカルボニルアミノ、及び、（１－ピラゾリル）－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル；及び、
　ここで、Ｒ６’及びＲ７’は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、（Ｃ１－Ｃ４）－アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－ア
ルキルラジカル若しくは置換されていないフェニルラジカルを表すか、又は、ハロゲン、
（Ｃ１－Ｃ４）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）－ハロアルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ４）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ４）－アルキルで置換されているフェニル
ラジカルを表し；
又は、
　Ｒ６’とＲ７’は、一緒に、置換されていないか若しくは置換されている５員～６員の
飽和であるか又は完全に若しくは部分的に不飽和でもよい環［ここで、該環は、酸素、硫
黄、窒素からなる群から選択される１～３個のヘテロ原子で中断されていてもよく、及び
、Ｒ５’の定義のうちの１つに対応する１以上の置換が為されていてもよい］を形成する
ことができる；
請求項１５～１７のいずれかに記載の化合物。
【請求項１９】
　Ｄ’は、置換されていないか若しくは１以上のラジカルＲ５’で置換されている（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルラジカル、フェニルラジカル、ピリジン、ピリミジン、ピラゾール、
トリアゾール、チアゾール、オキサゾール、チアジアゾール、オキサジアゾール、チオフ
ェン、ピロール、フラン、テトラヒドロフラン、ジオキサン、イソオキサゾール、ベンジ
ル、２，３－ジヒドロ－１，４－ベンゾジオキシン－５－イル、２，３－ジヒドロ－１－
ベンゾフラン－７－イル、キノキサリン－５－イル若しくはインドール－７－イルラジカ
ルを表すか、又は、ＮＲ６’Ｒ７’ラジカルを表し；
　ここで、置換基Ｒ５’は、それぞれ互いに独立して、以下のものから選択され：
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、カルボキシ、アミノ、トリ－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルシリル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロ
アルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ８）－
シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－
Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、ヒドロキシカルボニル
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－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シアノアルケニル
、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルキニル、（Ｃ２－Ｃ６）－シ
アノアルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ６）－シアノアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６

）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－
Ｃ６）－アルキルヒドロキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルキル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシイミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハ
ロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフ
ィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（
Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル－（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアル
キルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルチオカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アル
キルカルボニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロ
アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミ
ノカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）－
アルケニルアミノカルボニル、ジ－（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニルアミノカルボニル、（Ｃ

３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルア
ミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、アミノ
スルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノスルホニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルアミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホキシイミノ、アミノチオカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノチオカルボニル、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルア
ミノチオカルボニル、（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ルカルボニルアミノ、及び、（１－ピラゾリル）－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキル；及び、
　Ｒ６’及びＲ７’は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ

１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルラ
ジカル若しくは置換されていないフェニルを表すか、又は、ハロゲン－、（Ｃ１－Ｃ６）
－アルキル－、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル－若しくは（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－で置換されているフェニルラジカルを表し；
又は、
　Ｒ６’とＲ７’は、ピロリジン、モルホリン、ピペリジンの群から選択される環を形成
する；
請求項１５～１８のいずれかに記載の化合物。
【請求項２０】
Ｍ’は、式（ＩＩａ）～式（ＩＩｆ）で表されるラジカルから選択されるラジカルを表し
；
ここで、
　（ＩＩａ）の場合は、Ｒ２’は、Ｈ、メチル若しくはエチルを表すか、又は、ハロゲン
で置換されていてもよいフェニルを表し、及び、Ｒ３’は、Ｈ、メチル、エチル、イソプ
ロピル又はハロゲンを表し；
　（ＩＩｂ）の場合は、Ｒ２’は、Ｈ、メチル又はエチルを表し；
　（ＩＩｃ）の場合は、Ｒ２’は、Ｈ又はメチルを表し、及び、Ｒ３’は、Ｈ、メチル又
はエチルを表し；
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　（ＩＩｄ）の場合は、Ｒ１’は、Ｈ又はメチルを表し、及び、Ｒ３’は、Ｈ又はハロゲ
ンを表し；
　（ＩＩｅ）の場合は、Ｒ２’は、Ｈ、メチル、メトキシを表すか、ハロゲンで置換され
ているフェニル若しくはハロゲンで置換されているピリジルを表し、及び、Ｒ３’は、Ｈ
を表し；
　（ＩＩｆ）の場合は、Ｒ３’は、Ｈ、メチル又はエチルを表し；及び、
　Ｑ’は、置換されていないか若しくは１以上のラジカルＲ４’で置換されているフェニ
ル、ナフタ－１－イル、ピリジル、ピリミジニル、チオフェン－２－イル、ベンゾチオフ
ェン－２－イル、ベンゾチオフェン－３－イル、イソキノリン－１－イル、ベンゾジオキ
ソール－４－イル又はピラゾール－５－イルラジカルを表し、但し、（ＩＩａ）、（ＩＩ
ｄ）の場合は、Ｒ１’＝Ｈ及びＲ３’＝メチルの場合、３－メトキシフェニルは表さず、
（ＩＩｄ）の場合は、３－ピリジルは表さず、（ＩＩｅ）の場合は、２－ピリミジニルも
置換されていないフェニルも３，４－ジクロロフェニルも表さず；及び、
　ここで、置換基Ｒ４’は、請求項１７又は１８において定義されているとおりである；
請求項１５～１９のいずれかに記載の化合物。
【請求項２１】
　Ｑ’は、置換されていないか若しくは１以上のラジカルＲ４’で置換されているフェニ
ル、ナフタ－１－イル、ピリジル、ピリミジニル、チオフェン－２－イル、ベンゾチオフ
ェン－２－イル、ベンゾチオフェン－３－イル、イソキノリン－１－イル、ベンゾジオキ
ソール－４－イル又はピラゾール－５－イルラジカルを表し、但し、（ＩＩａ）、（ＩＩ
ｄ）の場合は、Ｒ１’＝Ｈ及びＲ３’＝メチルの場合、３－メトキシフェニルは表さず、
（ＩＩｄ）の場合は、３－ピリジルは表さず、（ＩＩｅ）の場合は、２－ピリミジニルも
置換されていないフェニルも３，４－ジクロロフェニルも表さず；及び、
　ここで、置換基Ｒ４’は、互いに独立して、以下のものから選択され：
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６

）－シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロ
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３

－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル
、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ
－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアル
ケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－
ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチオ、
（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
スルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル
スルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスル
ホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ
、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニルアミノ、
フェニル、ハロフェニル、フェノキシ、又は、ハロフェノキシ；
　Ｄ’は、置換されていないか若しくは１以上のラジカルＲ５’で置換されている（Ｃ１

－Ｃ６）－アルキル、フェニル、ピリジン、ピリミジン、ピラゾール、トリアゾール、チ
アゾール、オキサゾール、チアジアゾール、オキサジアゾール、チオフェン、ピロール、
フラン、テトラヒドロフラン又はジオキサンラジカルを表し；
　ここで、置換基Ｒ５’は、互いに独立して、以下のものから選択され：
シアノ、ハロゲン、ニトロ、アセチル、ヒドロキシ、カルボキシ、アミノ、（Ｃ３－Ｃ６

）－シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）－シクロ
アルキル－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル－（Ｃ３－Ｃ８

）－シクロアルキル、ハロ－（Ｃ３－Ｃ６）－シクロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－シアノアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
－ヒドロキシアルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシカルボニル－（Ｃ１－Ｃ６）－アル



(32) JP 2019-510020 A5 2020.4.16

キル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルコキシ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）－アル
ケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－ハロアルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）－アルキニル、（Ｃ１－Ｃ６

）－アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ、（
Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルチオ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルチオ－（Ｃ１－Ｃ６）－ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルフィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルフ
ィニル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）－ハロアルキルスルホニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルスルホニルオキシ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、ジ－（Ｃ１－Ｃ６）－アルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ

６）－アルキルカルボニルアミノ、又は、（１－ピラゾリル）－（Ｃ１－Ｃ３）－アルキ
ル；及び、
　Ｒ６’及びＲ７’は、それぞれ互いに独立して、Ｈ、（Ｃ１－Ｃ６）－アルキル、フェ
ニル、アルコキシフェニル若しくはハロフェニルを表すか、又は、Ｒ６’とＲ７’は、ピ
ロリジン、モルホリン、ピペリジンの群から選択される環を形成する；
請求項１５～２０のいずれかに記載の化合物。
【請求項２２】
　Ｍ’は、式（Ｖａ－Ｖｚ）：
【化８】
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で表されるラジカルから選択されるラジカルを表し；
　Ｑ’は、式（ＶＩａ－ＶＩｚ　及び　ＶＩａ１－ＶＩａ３０）：
【化９】
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で表されるラジカルから選択されるラジカルを表し；
　Ｄ’は、式（ＶＩＩ１－ＶＩＩ１９２）：
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【化１０】
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で表されるラジカルから選択されるラジカルを表す；
請求項１５～２１のいずれかに記載の化合物。
【請求項２３】
　式（ＸＩａ－ＸＩｑ）：
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【化１１】
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で表される中間体。
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